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開議 午前 １０時００分   

  ──────────────────────────────────────── 

◎開 議 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） おはようございます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 これより、議事に入ります。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 一 般 質 問 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１ 一般質問を昨日に引き続き行います。 

 通告順に従い、４番澤田議員、登壇願います。 

（４番澤田益治氏 登壇） 

◎４番（澤田益治氏） 平成２８年第３回定例会において、通告順に従いまして質問いた

しますので、よろしく御答弁のほどお願い申し上げます。 

 さて、近年、地球温暖化の影響とも言われますが、北海道新聞の９月２日付の記事で

「８月の雨８９地点最多」と書かれており、上士幌町、平年の５倍と、上士幌町ぬかびら

源泉郷では９７８ミリ、南富良野町で幾寅では６２５.５ミリ、平年では１６１ミリと、

観測史上最多とあります。そのため、この雨が集中した地域は、道路も鉄道も、農地も住

宅地も多大な被害が起きており、お見舞いを申し上げます。 

 さて、三笠市も農業に関すれば、春のまきつけは順調でしたが、６月に入り雨の多い日

が続き、農地の停滞水により農作物に被害が出ております。また、８月の１０号台風で

は、道東から見れば被害は少ないものの、今後、本市に大量の雨雲が来ないという保証が

ないとは言えず、１０号台風の本市の被害と今後の改良点をお教え願いたい。 

 また、本市の平年雨量とその５倍の雨量を想定した場合、どのような治水対策を考えて

いるのかお教え願いたいと思います。 

 次に、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）について伺います。 

 去る２月８日、ニュージーランドにおいて、参加国１２カ国による調印式が行われ、各

国が批准するかどうかの段階に入りました。 

 日本では、３月８日にＴＰＰ協定の承認案とＴＰＰ関連法案を一括した法案が閣議決定

され、国会で審議が始まりましたが、黒塗りだらけの文書問題や西川公也ＴＰＰ特別委員

会委員長の出版問題をめぐり審議が紛糾して、秋の臨時国会に先送りとなりました。 

 ＴＰＰは、我が国においては最も影響を受けるのは農業であり、ヨーロッパの平均面積

を上回る北海道でも影響があると言われております。 

 今現在、人口減少で各自治体では基幹産業に力を入れてきておりますが、ＴＰＰはその

流れをとめるものであります。特に本市においては、三笠高校の食物調理科が活躍をして
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おりますが、４０％を切る自給率の中で地元食材をということもままならない時代が生ま

れることも考えられます。 

 最後に、個人農業者が滅びれば企業が参入し農業を支えるという視点もありますが、い

かがなものかと私は思います。以前にも増しておりますが、本市農業の影響額と対策をお

教え願いたい。 

 以上、登壇での質問を終わりますので、よろしく御答弁のほうお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 私のほうから答弁をさせていただきます。 

 最初に、治水の関係についてお話をさせていただきます。 

 ことし８月に大量の雨が降りまして、岩見沢測候所の観測によりますと、平年の８月の

降雨量、これは１４９.７ミリということでございますけれども、ことしの８月の降水量

につきましては３４５ミリと、平年の２.３倍の量になっております。三笠市の消防本部

の観測でいきますと、３０４.５ミリと、過去１０年間で最大の降水量があったというこ

とでございます。 

 そこで、大雨に対する対策ということで、市のほうでは、要注意箇所、これを図面に落

としまして、通常は日常パトロールによります目視点検を実施、また、大雨の予報ですと

か、警報が発令された場合につきましては、建設課、水道課におきまして地域を区分けし

て事前のパトロールを行っているというところでございます。 

 また、流末排水ということで、これらにつきましても一定の整備は進めてきてはおりま

すけれども、今後の計画としては、河川で言いますと、現在取り組んでおります萱野川、

また、いちきしり地区の川内苗圃の沢、これらについては継続して整備を進めていきたい

という考え方を持っております。 

 また、道路側溝でございますけれども、ことしから、いちきしり地区の市道達布下線、

ここの整備も進めていくというところでございます。道路の横断、流末排水につきまして

は、通常時のパトロールによる埋塞の確認ですとか、ごみ撤去のほか、現地の断面、ま

た、勾配等を確認して、緊急性を判断の上、改修を行っていくということになりますけれ

ども、今後も農林課とも協議を進めながら年次的な改修に取り組んでいきたいというふう

に考えております。 

 あと、ＴＰＰの関係で話をさせていただきます。ＴＰＰの影響がどのようになるのかと

いうお話でございます。 

 ＴＰＰの対応ということで、市としては、農業者の方の所得向上のために三笠市の農業

チャレンジ補助金、この取り組みですとか、農産物の販路拡大を目指しまして香港などの

海外輸出の取り組み、直販、ネット販売、見本市への出展、ブランド化に向けた取り組

み、また、農産物の加工品開発の支援など、農業団体とも協議を重ね、検討を進めている

というところでございます。 

 また、ＴＰＰの交渉が大筋合意を受けたということがございまして、北海道市長会にお
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いても、全ての市を対象に環太平洋連携協定問題特別委員会というのが設置されまして、

その委員会のもとに農業、酪農、畜産及び水産という３部会が設けられまして、本市につ

きましては農業部会に属することになってございます。この特別委員会の設置目的でござ

いますけれども、北海道の全体的な問題として受けとめて、国の動きなどの情報収集、ま

た、影響、効果等につきまして調査、分析をして、今後の対応を総合的に協議するために

設置されたということで、今後の要請活動等も含まれているということでございます。 

 今後も北海道市長会とかと連携を図りながら、国などへの支援要請に取り組んでいきた

いということで考えております。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） どうもありがとうございました。 

 それでは、最初にちょっと、２点ほど私質問したのですけれども、答弁が漏れていると

思うのですけれども、先ほど言いましたように、１０号台風並みの雨が降った場合にどう

いう影響が出ますかということですけれども。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 漏れて大変申しわけありません。 

 大きな被害ということで、今回、８月に上陸した台風、これは道東のほうでは１時間に

９０ミリ超えということ、降水量も、数日間ではございますけれども、５００ミリ以上の

降雨量があったと、平年の８月の３倍以上の降雨ということでございます。 

 もしこのような降雨が本市であった場合どうなるのかということでございますけれど

も、降り方にもよりますけれども、流入先の河川の増水ですとか、流末排水につきまして

はやはりのみ込まれなくなるだろうということで、一部農地等も冠水されることが予想さ

れるというふうに考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 近年、こういう状況というのは、三笠ばかりでなくて、よその市

町村もあるのですけれども、ただ、公共的な判断から見れば、これだけの雨量が降った場

合にはこういうふうな基準、基準を出して、それを近年、何かその見直しが大体叫ばれて

いるというか、本市としても、今の状況で、ことしの状態でもそういう危険な状態があっ

たのですけれども、やっぱり流末排水の例えば埋管だとか、開口を広げるような考えとい

うのは持っていますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 現在、整備された施設ということで、例えば河川整備で

すとか流末排水、これにつきましては、従来からの国土交通省の河川砂防技術基準という

のがございます。これが示す設計基準に基づきまして、管の断面ですとか、その辺を決定

して整備を進めてきているということでござます。 

 ただし、近年、ゲリラ豪雨と言われます豪雨ですとか、台風の上陸等によります降水量
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の増大、これによりまして冠水被害というのが日本各地で見られているというところでご

ざいます。 

 今後、このような大雨に対応する全国的、全道的な基準の見直し、この可能性もあると

いう情報をいただいておりますので、今後、そこのところをしっかり注視して取り組んで

いきたいというふうに考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 当然、これだけの雨が降って、あれだけの被害が出るとなれば、

対岸の火事ではないですけれども、我が市にもそういうことが起きないとも限りませんか

ら、やっぱり対策としては考えておかなければならないというふうに思っています。 

 今、そういう話をされましたけれども、三笠市の要するに地理的条件だとか、そういう

点ではどういうふうな形で捉まえていますか。 

 私は、真ん中に幾春別が通っていて、両側に、北、南に山があると。当然、降った雨が

低いところに流れるというのは理屈ですから、ただ、それが実際に行けば、私の言いたい

のは、今、ジオパークをやっていますけれども、ジオというのは、聞けば大地という意味

ですから、だから農業問題にしても、治水の問題にしても、そのジオというものを頭に入

れて考えないと、なかなか治水ができないのではないかと思うのです。その辺はどうです

か。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 今、議員言われますように、私どものまち、東西に長く

て、周りが山林に囲まれているということがございます。ですから、例えば雨の問題を考

えるときに、やはり上流側のほうは降った水が、勾配等にもよりますけれども、やはり流

れてきて、最終的には、私どもで言いますと岡山ですとか萱野方面、こちらのほうに集積

されてくるということでございます。 

 ですから、排水対策ということで考えますと、やはり岡山、萱野、ここがやはりきちっ

と整備していく必要があるのだろうと。ほかがないというわけではございませんけれど

も、水としてはやはり多くの水が集まってくる場所ということでは認識しております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 当然そうですね。 

 私、きょうはこの治水の問題も、ジオという視点からちょっと話をしたいと思うので

す。それで、私、二十までいちきしりの、今言えば農協の倉庫のあったところに家があっ

て、二十まであそこにいたのですよ。縁あって今の萱野のうちに引っ越したのですけれど

も、大体子供のころからの記憶でいけば、３回ぐらい水害については記憶があるのです。

砂利山橋のところをちょうど切れて、大雨が降ったらあそこから水が入ってきて作物が流

されたという記憶があって、その後、築堤整備されて、幾春別川から水があふれることは

なくなった、それは事実なのです。ただ、逆に堤防が整備されたおかげで両側から流れて

くる水が幾春別川にスムーズに入らなくなったという弊害があるのです。そこら辺どうい
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うふうに考えているのか。 

 特に今の開発局あたりは、堤防をちゃんとやっぱりつくるということが彼らの仕事です

から、だけれども山から流れ込んでくる水を川にうまく引き入れるという観点は、私から

見たらちょっとないと思うのですけれども、そこら辺どうですか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 今、議員言われるように、河川の整備が進んでいきます

と築堤等がつくられますので、内水というのですか、周りの水がのみ込めなくなる状況と

いうのは私どものまちのほうでも起きております。 

 そういうふうな対策としては、これ川内苗圃の沢の流末、下水の処理場の流末のところ

にあるのですが、やはり本流の水位が上がってのみ込めなくなりますと、やはりポンプ等

でもう排水するしか手段としてなくなるものですから、今現在、三笠市内には川内苗圃の

沢、１カ所設置されているのですけれども、今後はやはり水が抜けなくなる箇所があれ

ば、そのような対策を考えていかなければならないと。これは幾春別川、国等に要請して

いかなければならないと思うのですけれども、そういうふうな対策が必要になってくるか

なというふうには思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 当然そうでしょうし、また、そうしてもらわないと困る。 

 それで、三笠市の特徴としては、私、長いこと農業しか知りませんから、農業してき

て、例えば私の地区でも粘土地があったり、当然、一歩またぐと泥炭地があったり、一歩

またぐと砂利というか石わらの畑があったりということで、非常に複雑なのです。 

 それで、それをなぜ言いたいかといったら、やっぱりそれはジオなのですよ。昔は川が

蛇行していたと。それで、山から、両側から流れてきていると。その山から流れてきてい

る水がスムーズに幾春別川に流れ込まないものですから、幾春別川と同じ流れを合わせて

いって低いところから入る。そして、例えば皆さん頭で想像してもらえばわかるのだけれ

ども、川の中州のように砂地の土地ができてみたり、水がたまったところは今度は泥炭

が、ああやって泥炭地になってみたりという、そういうふうな土地が三笠の場合は多いの

です。 

 今、三笠の中で一等地と言われている土地は、ほとんど幾春別川の国の堤防地という

か、我々、堤防地、堤防地と言うのですけれども、そういう砂地の土地を一等地と言って

いますけれども、それ以外の土地というのは、ほとんどが泥炭地です。例えば、三笠で言

えば、桂沢の道道線から見れば、岩見沢に向かって右手の土地というのは、ほとんどが泥

炭地です。皆さんも御存じのように、工業団地の跡も、あそこも造成したときには、土地

が泥炭地です。平らですけれどもね。ですけれども、やっぱりそういうふうなことがたく

さんありました。 

 今、私の住んでいる大里地区から萱野地区にかけては、やっぱり山から入ってくる水が

幾春別川に届いていないのです。昔のように、幾春別川と同じように並行して入っていっ
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て、そして最後、流末でもって幾春別に抜けるというスタイルなのです。 

 きょう、ここに持ってきていますけれども、この中に川というのは、幾春別川に流れる

川というのは１本か２本しかない。ですから、今のように集中して降った雨というのは、

川は流れていても、あるのだけれども、川に届いていない、そういうことが実際やっぱり

今現在起きているのです。ことしあたりも三笠で農業被害がちょっと出ているのですけれ

ども、どの程度出ているかわかりますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 幾春別川に、今、直接流れ込んでいないという。確か

に、排水いろいろな系統でつながりまして、最終的には落ちているのですけれども、いろ

いろな経路を渡っていっているということでございます。 

 現在、私どもも非常にやはり水の関係で懸念しておりますのは、ちょうど萱野の駅前付

近、あの一帯の水が、やはり上流側といいますか、山側のほうから集まってまいりまし

て、大体あそこに集中しているような、萱野地区、状況になっております。そこの水が、

今、大里萱野線なり道路を横断いたしまして、旧萱野川の旧河川の川につながっていって

今落ちているというところもございます。あの辺がやはり本当に水位が上がりやすいとい

う状況がありますので、今後、あそこの付近の対策について、今、検討・調査等をしてい

るというところでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 当然のごとく旧萱野川に沿って水が流れているのですけれども、

いずれについても低いところにその川があって、幾春別川と同じように並行に流れていっ

て、最後こっちに行くというスタイルですから、雨が降った場合、常に水位が高いので

す。雨の降らないふだんでも、大体水位というのは、畑の表面から見たら３０センチぐら

い。だから、雨が降るとすぐ上がってしまうと。でも、普通、川が並行しているから、畑

の上に水が乗ることはないのですけれども、ただ３０センチということになると、表面張

力がありますから、常に畑が湿った状態なのです。非常に危険な状態というのですか、だ

からなかなか農業所得がうまく上がらないと。 

 ことしも、１軒ですけれども、２町歩ほど、春からもう水ついてタマネギが一つもとれ

ないと。機械を入れてとろうにも、とりようがないというぐらいにひどい場所があるので

す。あの辺一帯は平均的にそうなのです。 

 ですから、治水の対策をしてくれれば、やっぱり幾春別川に並行して流れる川を１回断

ち切って、真っすぐ何カ所かを落としてくれればそういう問題というのは避けられるので

すけれども、そういうことというのは実際にはどうなのですかね、河川でも考えたことは

ないのですかね。 

 なかなか、今言っている幾春別川の堤防地の周りというのは、皆さんつくられているの

ですけれども、河川で、今言ったように幾春別川が堤防をしっかりつくることはやってい

るのですけれども、そこまで来た水を有効に、幾春別川に入ってやるというシステムとい
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うのはでき上がっていないから、そこら辺をちょっと整備してもらわないと、なかなかこ

の問題というのは解決できないのではないかと思うのですけれども、いかがですか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 先ほど大変失礼いたしました。被害の関係でちょっとお

話をさせていただきますと、８月、今回の台風が来たときの被害ということでございます

けれども、流れ込んだ雨水によりましてタマネギが流れたところですとか、畑が一時的に

冠水したところがあります。ただ、幸いに経営には大きな影響を与えるものではなかった

ということで確認をしております。ただし、今回の雨の影響から、今後、病気などの発生

によります減収、これらについて懸念をしているというところでございます。 

 あと、今、それぞれに山のほうなりから流れてきている排水、これを例えば直接それぞ

れの河川につなぐようなことが考えられないかというお話だと思うのですけれども、直接

つなげれば確かに流れがよくなるのかもしれませんけれども、やはり全体的にいろいろな

系統がありまして、例えば萱野方面でいきますと、用排兼用になっている部分ですとか、

いろいろございます。基本的には、やはり今流れていっている流末といいますか、そこを

きちっと整備していくことが必要なのかなというふうには考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） ちょっと話がかみ合わないのだけれども、先ほど言っているよう

に、ジオ的な視点で見れば、やっぱり今の治水の仕方というのはおかしいと。私、さっき

地図を皆さんに見せましたけれども、低い土地に水が集中するわけですから、その水をは

かない限りは乾かない。 

 ただ、今ははけているのですけれども、幾春別川と並行して走っているから、だから常

に水の危険性があるということで、ちょっと言葉はあれですけれども、岩見沢に利根別川

という川がありますね。あの支川というのは、萱野、わかりやすく言えば岩見沢の火葬場

の下なのです。全然川のないところから水が湧き出ていて、あそこが始まりなのです。そ

ういう場所なのです、萱野という、あそこら辺の地域というのは。 

 だから、ジオという視点がなかったら、やっぱり水対策いまだに、今まで川が流れた流

れの中を引っ張っていたら同じことをもう何十年も、この先何十年も同じことを繰り返す

と私は思うのです。だから、１回やってくださいとは言いませんけれども、治水の対策

も、今言ったように、三笠は散々ジオ、ジオと言っているのだから、ジオの視点でやっぱ

り水も検証してほしいなと思うのだけれども、どんなものでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） ちょっと話がかみ合わないと言われましたけれども、言

われている中身は大体理解したつもりでございます。 

 そこで、やはり現地のほうを確認して、できるできないという判断も含めてしなければ

ならないと思いますけれども、一度現場のほうを確認させていただければというふうに思

います。 
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◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） そうですね。こんなことは何ぼ言ってもすぐにできない。できな

い。だけれども、やっぱり実際のことを把握しておかないと。 

 特に、もう一点お願いしたいのは、今言ったように、昔のジオの関係でいけば、水が流

れ込んできて、先ほども言いましたけれども、山から砂利を引っ張ってきて、その土地が

砂利で、沼になっているところは泥炭地だとかという地点があるのですけれども、そうい

う実際につくってやっぱり治水につなげれば、もっときめ細かい対策ができるのではない

かなと。 

 正直言えば、萱野の駅の前に農協の大きな倉庫がありますけれども、あの裏あたりはい

まだにトラクターがぬかって、もうなくなるぐらいぬかると。だけれども、あの平らな土

地を見ていたら、誰もそんなこと思わないでしょう。だから、そういうジオの観点でやっ

ぱり治水というものを考えてもらわないと、今後いろんな問題が起きるのではなかろうか

なと私は思います。いかがですか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） 水が高いところから低いところに、これまでのいろいろ

な地質といいますか、形成のされ方もございます。そこのところを今後もきちっと把握し

た中で、対策等を検討していきたいと思います。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 水の問題を長くやってもあれですから、水に流しましょう、これ

で。いずれについても、冗談ですけれども、最終的には、これだけ周りで被害が起きてい

ると。いつうちのまちにもなるかわからないから、そういう点ではそういう議論もしっか

りしておいて、ただ、今言ったように一朝一夕にできませんから。だけれども、そのとき

に市民の方から指摘されても、いや、私どももそういうことを考えたのですということを

やっぱりしっかりやっておかなければならないという点で、水の問題はこれで終わりにし

たいと思います。 

 あとは、農業者が一番心配しているＴＰＰの問題です。 

 これは、国会決議を守れという話をしましたけれども、片方は守ったと言っています

し、守られていないという我々の主張ですけれども、それで以前にも、このＴＰＰの問題

を質問しました。 

 前市長も、立場としては二つの立場がありますから、農業者の立場と一般市民の立場、

だから受け入れる立場とやっぱり反対の立場と二つがあって、理解はしますけれども、た

だ、きょうも聞きましたけれども、三笠市において、もしこれが発動されたらどの程度の

被害があるのかということをちょっとお教え願えますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（中沢敏男氏） ＴＰＰに対する市内農業への影響ということでございま

す。 
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 これまで出されておりますのは、自民党案ということで、米の輸入量の増加が国産の主

食用米の需給、また、価格に与える影響を回避するために、消費者により鮮度の高い備蓄

米、これを供給するという観点から、毎年の政府備蓄米の保管期限、これを５年から３年

に見直しをして、輸入量に相当する国産米、これを政府が備蓄米として買い入れること、

また、これによりまして農業への影響が少なくなるというふうな対策の検討を進めている

ということでございます。 

 市としましても、ＴＰＰ協定発動後に対策がしっかり行われまして、農業経営が安定的

に持続的されるように注意しなければならないということでございます。 

 そこで、米につきましては、関税率というのは維持されております。しかしながら、新

たに輸入するものが出てくるということでございまして、懸念されますのは、やはり競合

されます業務用米、これらに置きかわっていくのではないかというふうな懸念をしている

ということでございます。 

 また、小麦につきましても、これにつきましては関税率は維持ということなのですけれ

ども、やはり輸入量がふえてくるということもあります。これらについて、こういうもの

が進んでいくと価格の低下、ここも懸念されるところでございます。 

 また、タマネギにつきましても、６年後にこれは撤廃ということなのですが、現在は中

国産が主なものということで、余り影響がないのではないかというふうに言われておりま

すけれども、やはり安価な中国産が出回りますと価格の下落等が懸念されるというところ

でございます。 

 あと、ちょっと詳細な検討した数字につきましては、農林課長のほうから説明させても

らいます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 農林課長。 

◎農林課長（松本裕樹氏） ＴＰＰの大筋合意につきまして、三笠市に及ぼす影響という

ことで試算してございますが、まず米につきまして、先ほど申し上げたとおり、国産米が

業務用等々が輸入米に置きかわったと仮定した場合の数値でございますが、今、競合する

ものと言えば主に業務米、特に「きらら３９７」の部分だと思いますけれども、ここにつ

きましては、当市、約２５万キロぐらい市内で生産されてございますので、この辺で、こ

こが全て輸入米に置きかわってしまうということと、あとその中でやはり低コストなカリ

フォルニア米だとかオーストラリア米が出てくれば、当然、今付加価値がついております

「ゆめぴりか」「ふっくりんこ」、あと「おぼろづき」「ななつぼし」等々につきまして

も価格が下落する懸念がございます。 

 ただ、この辺も実際に発動されて、国がどういう対策を打っていただけるのかという部

分もございますし、あとタマネギにつきましても、先ほど部長のほうから御説明したとお

り、現在ほとんど、ＴＰＰに加盟していない中国産のものが入ってきております。ここに

つきましては、完全撤廃されても大きな影響は出てこないだろうというふうには踏んでご

ざいますが、ここにつきましても中国産のものが入ってくればおのずと、冷凍食品だと
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か、あと外食産業等々でも中国産に置きかわる可能性が十分考えられますので、この辺

も、限定的な量にはなると思うのですけれども、少なからず数千万円とかという単位で影

響してくるのではないかと考えてございます。 

 あくまでも、現在、国が進めているＴＰＰ対策に向けた農業施策をやはり十分ここは

しっかりとやっていただけないと我々も大変なことになると考えておりますので、ここ

は、先ほど申し上げたとおり、国にしっかり声を出していきたいというふうに考えてござ

います。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） 親切なのはわかるけれども、話が長くてわからん。あるのかない

のかでいいのですよ。 

◎議長（谷津邦夫氏） 農林課長。 

◎農林課長（松本裕樹氏） 以前におきましては、ＴＰＰが発動されたときに、完全撤廃

されない場合として、以前３億何がしという金額、農業被害、農業に受ける影響をお示し

しておりましたが、今回、米だとか、１２品目ほとんどが完全撤廃になりませんでしたの

で。とはいえ、先ほど申し上げたとおり、一部輸入米がふえたり、あと中国産等々に置き

かわるということもございますので、米につきましては、国の仮に回避措置がされない場

合におきましては、現在、今、三笠市の米の生産高約２億２,０００万円ほどございます

けれども、１割ぐらいは影響を受けるということでございます。これはあくまでも業務用

等のきららが輸入米に変わった場合でございます。ほかの競合しないものも、当然価格が

落ちてくると予想されますから、さらにプラスして影響額が生まれてくるのではないかと

考えてございます。 

 また、タマネギにつきましては、三笠市の生産額約６億５,０００万円ほどでございま

すけれども、今、中国産のものが、比率にして考えて算出いたしますと、当市においては

約１,０００万円ぐらいの額が減少するのではないかというふうには試算してございま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） いずれにしても、一点一点品目ごとにやっておったのでは話が進

みませんからあれですけれども、先ほど言われたように、当初３億何ぼの被害、俺たしか

３億１,０００万円ぐらいと部長が言われたような記憶があるのですけれども、今回、で

すから関税が完全に撤廃されていないから被害はないと言いますけれども、ですけれども

皆さんわかっているように、このＴＰＰは将来的には完全なる撤廃ですから、ですから今

がないから守られたという話にはなっていないです。 

 それともう一つ、米の話だけで１点いけば、米がやっぱり今、自由の経済になって、価

格指定でなくなったというのは、これは食管制度を解体したからですね。 

 戦後、炭鉱の方々に腹いっぱい飯食わせて石炭を掘ってもらうために食管制度をつくっ

て、国が価格を統制していたと、それを今度は外してしまって、そのときによく言われた
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のです、食管制度、米を備蓄するのに金がかかると、だからやめようと。それで、錦の御

旗のように騒いで食管制度を解体してしまった。そのかわりに何をやったかといったら、

今言ったようにミニマム・アクセス米を入れて、また保管しているんですね。言っている

こととやっていることが違うのですね。 

 ですから、そういう点でいけば、日本の本当に農業を守るという視点でいけば、食料自

給率が４０％を切っている中で、それはだめだと。１００％まで食料自給率が上がって、

外国と一緒に肩を並べるのだったらいいですよと、やりましょうというのなら私もわかり

ますけれども、片や４０％の食料自給率を切っておいて、輸入して今度ＴＰＰ認めましょ

うという話だと、自国の国民をどうやって守るのですか。金もいつまで続くのですか。私

は、そういう視点です。ですから、やっぱりだめなものはだめだと。だから、関税撤廃し

なかったとといってもＴＰＰの協定の中には、将来的にはちゃんと最後は全部するのだ

と、皆さん足並みをそろえるのだという視点ですから、やっぱりそれはのめないというの

が私どもの主張ですから。 

 先ほどもちょっと前市長の話もしましたけれども、この問題をこんなところで話しして

いてもいかないのですけれども、ただ、三笠を代表する市長として三笠の農家の人をどう

いうふうに守るつもりでいるのか、最後、その答弁いただければ、私、これで質問を終わ

りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 西城市長。 

◎市長（西城賢策氏） まず、ＴＰＰの問題、それぞれ立場の違いが皆さんあって、市を

代表する立場で私がどうこうというのは適切なのかどうかと、ここはあります、一つ。そ

うでありながら、やはり地域の皆さんが本当にお困りになるという現象を目の前で見て、

今、澤田議員おっしゃるように、将来は間違いなく、そのためにこのＴＰＰはやっている

わけですから、いずれ関税がなくなるということを大前提にしなければならないと、日本

の特殊性を幾ら言っても、そこに加盟していく以上、そういうふうな動きになるのだろう

というふうに思います。 

 一方で、商業ですとか、工業ですとかというのにどういう影響が出てくるのかというこ

ともあるわけですね。それで、私気になりましたので、前に私どもの商工のほうを通じて

市内のそういう関連のところにもそれぞれお聞きいただいたのですよ。三笠市の今のレベ

ルで言えば、このＴＰＰ問題が即、商業や工業に大きく、多大に大きく影響があるという

ことについては、今のところ直ちには考えにくいということは皆さんおっしゃっていたわ

けです。ですから、やはり一番懸念されるのは農業というところであることは間違いない

と思います。 

 これは前にも私も発言させていただきましたけれども、やはり私、選挙に出していただ

いたときもそうですけれども、市益、市民益を第一に考えるという点で言えば、これ農業

も極めて大事な私の考えの一つにありますから、これはしっかり守っていく形をつくらな

ければならない。そのためには、国が今そういうふうにするのであれば、やっぱり国の責
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任でしっかりフォローする制度をつくってくださいと、これは誰が考えたって当たり前の

ことだと思うのですよ。ここは皆さんの団体と一緒に私どもも取り組んでいかなければな

らないし、北海道知事もそう言っているわけですから、しかもこの管内でも皆さんそのよ

うな考え方ですから、私はそこのところに、今後、基本的には変わりはないというふうに

考えておりますので、ぜひ一緒に力を合わせてここの部分では取り組んでいきたいという

ふうに思っております。 

 ただ、これが大きく、また、他産業にも大きく影響があるということであれば、これら

の総体的なバランスでは、当然、政治である以上考えなければだめです。その時点では

は、その時点でまたそれぞれと相談しながら、また私どもの考え方を修正しながらバラン

スをとったものにしていきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎４番（澤田益治氏） ありがとうございます。 

 立場の違いはありますけれども、いずれについても食料自給率が４０％を切っている国

が喜んで参加する道ではないと私は思っていますし、それともう一つは、これだけ三笠の

高校が頑張って食物、これ人間、誰も食べなければ生きられないと。だから、そのつく

る、もとをつくるものをやっぱり大事にしてほしいなという思いだけは、市長も持ってお

られると思いますし、私もその立場で頑張りたいと思いますので、今後ともよろしく。あ

りがとう。 

◎議長（谷津邦夫氏） 市長。 

◎市長（西城賢策氏） それと、前段お話しいただきました治水の関係ですね。 

 これ、本当にまだまだ心配です。最近はもう本当に、先ほどゲリラ豪雨という言い方も

しましたけれども、本当に集中豪雨ですね。この問題はもう全国的にあると。恐らく数倍

の雨量が降るということは、これから起きてくるのだろうと思います。 

 前に申し上げたかもしれませんが、幾春別川が１００年確率でできているのだけれど

も、こういう都市部の排水管も、今、下水道では７年確率なのですよ。本流が１００年確

率で、こっちが７年確率だと、どこかで必ずあふれるということ。だから、幸町あたりで

も、必ず相当な雨が降ると一挙にあふれてくるという状況です。それと同じように、農業

地帯も同じようなことが言えるのだろうと思います。 

 まず、きょうの澤田委員の提案も、うちのほうでよく現地を見ながら、澤田議員に言わ

せますと見ながらというのも大分遅いのでしょうけれども、しかし、それも幾春別川に直

流せるようにというのは、実際に水が乗るのかという問題もあるのです。下手すると逆流

するということもありますから、当然のことながら、そこは計画はしっかりしなければな

らないと。そういう点では、直に持っていけないとすれば、もっと下流に持っていく、

もっと下流に持っていくという場合については、いろんな用地問題も、いろんなことがあ

るのだろうと思います。そんなことも含めて、まず検討だけはさせていただいて、その中
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身を、または地域と御相談申し上げるというような形をしっかりとりたいと思います。 

 なお、つけ加えて、今の農業のこととは直接関係ありませんが、三笠では今、今回の大

雨でも大分私心配したところは、幾春別の川向かい、それから唐松の１丁目、それから

ちょっと下って唐松栄町の農地の問題があります。あそこは河川と本地が逆転していると

いうことがあるので、もともと低いところで農業をやるというというのは非常に本来問題

でもあるのですけれども、その下の市来知頭首工が影響しているということも多大な影響

があるのではないかと私は考えております。 

 また、堤防が壊れないのに内水がぐっと上がるという、河川の堤防が本当に機能してい

るのか、浸透水がないのかという心配もあります。この辺もよく開発局には申し上げて、

私、今回、幾春別川総合開発促進期成会のほうでも、上京したときにも、そういうお話を

申し上げているのです。北海道の開発局にも申し上げているのです。本当にそこにそうい

う問題がありますよということは、常日ごろ、ダム事務所、それから岩見沢河川事務所に

も申し上げているのです。先日いらしたときにその話ししましたら、ぜひ一回見せてくれ

ということなので、もういつでも見られるから見てくださいと、その上で、特に大雨が続

くわけですから、そういう時点で見なければ意味ありませんよという話を実はさせてもら

いました。 

 さて、そこで、この字三笠地区、私はもうこれこそ、それこそ口が酸っぱくなるほど

言っているのですが、ヌッパ川です、やっぱり一番恐ろしいのは。幾春別川の本流水が高

くなるとヌッパ川がのみ込めなくなると、ヌッパ川が入っていけなくなると。この雨水が

バックウオーターになりまして堤防を越流するということで、過去の５６年災なんかはこ

こが大水害になって、私どももこのぐらい、腹ぐらいまで水に埋まって人を助けるという

ようなことをやっていたのです。それは、最近ではそれが本当にどうなのだろうか、相当

堤防も整備されて、下のほうでも河川幅が広がったということで、そういう点では河岸段

丘をある程度、越える部分まで堤防があって、相当のみ込めるという状況になったので、

今はそういう心配はないと考えていますという言い方なのですよ、開発も。しかし、私

は、まだまだそれは心配していまして、ともかくできればヌッパ川の幾春別川との合流点

にポンプ所をつくってくれないかといつも言っているのですが、まあ、なかなか腰を上げ

ていただけません。何かあったら連絡をいただければポンプ車が来て、それで排水をしま

すから、心配ありませんからと。しかし、三笠で水害に遭うということは、もう岩見沢

も、北村も、どこももうめちゃくちゃな状態で、何台ポンプ車あるのですかという話をす

るわけですね。だから、いや、向こうも困った顔をするのですけれども。やはりしっかり

したポンプ施設をつくってもらわないと恐らく問題が起きますよと。 

 それで、最近では、ダム事務所、建設事務所の所長さんが大変協力的で、雨量計算から

今の河川の影響というのを出してくれているのですが、その計算上ではヌッパ川がもう過

去のようにのみ込めなくなる心配はないだろうと、そういうふうに言っていただいていま

す。今回のことでも特段なかったですし、私としては、ある程度安心領域に入りつつある
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のかなと。本格的に直すとすれば、河床断面を下げるしかないのですよ。河床を下げるな

んていったら石狩川からずっと追ってこなければなりませんから、こんなことにもならな

いだろうと。そういう点では、今できる対策としては、少しずつ河川の堤防もしっかりし

ながら、また、今申し上げたような何カ所かの部分もしっかり対策していかなければなら

ない。これを下がっていくと、まさに言われているように、やっぱり市来知川沿いの、や

はり大雨になるとどうしても周辺の畑が影響を受けるということです。ここの対策はもっ

とやってもらえばいいのですけれども、なかなかどうもそこら辺は腰を上げられない、道

の財政的な事情もあるのだろうと思います。そういう部分は、私どもも、先ほど申し上げ

たように、一生懸命検討しながら、少しでも下に持っていけるような対策、幾春別川に

持っていけるような対策があるとすれば、そこはしっかり模索してまいりたいと思います

ので、ぜひ今後とも、また検討もさせていただきますので、お話し合いの中に御協力いた

だければと。どうぞよろしくお願いします。 

◎４番（澤田益治氏） ありがとうございました。 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上で、澤田議員の質問を終わります。 

 これをもちまして、通告のあった質問は終了しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 例月出納検査報告について（監報第３号） 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の２ 監報第３号例月出納検査報告についてを議題としま

す。 

 本報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質

疑に入ります。質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、監報第３号例月出納検査報告について

は、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 報告第１６号及び報告第１７号について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の３ 報告第１６号及び報告第１７号についてを一括議題と

します。 

 本報告については、議会運営委員会及び常任委員会の所管事項調査であり、文書御配付

のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質疑に入ります。質疑のある方は発

言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第１６号及び報告第

１７号については、報告済みとします。 
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  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第４ 報告第１８号 平成２７年度健全化判断比率及び       

            資金不足比率の報告について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 続いて、日程の４ 報告第１８号平成２７年度健全化判断比率及

び資金不足比率の報告についてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 報告第１８号平成２７年度健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて報告申し上げます。 

 今回の報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成２７年度決算

に係る健全化判断比率及び資金不足比率の結果を、同法第３条第１項及び第２２条第１項

の規定により報告するものであります。 

 その算定結果については、健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率

は、黒字決算となったことから算出されず、一方、実質公債費比率は６.６％、将来負担

比率は４６.１％となったものであります。 

 資金不足比率についても、全ての公営企業会計で資金不足の発生がなかったため、算出

されないものであります。 

 いずれの指標も、早期健全化基準、経営健全化基準には該当しない結果となっているも

のであります。 

 以上、報告といたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、報告第１８号について質疑に入ります。質疑のある方

は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第１８号平成２７年

度健全化判断比率及び資金不足比率の報告については、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第５４号から議案第５６号までについて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の５ 議案第５４号から議案第５６号までについてを一括議

題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第５４号三笠市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制
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定から議案第５６号市立三笠総合病院事業設置等条例の一部を改正する条例の制定まで、

一括して提案説明申し上げます。 

 最初に、議案第５４号三笠市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定についてで

ありますが、今回の改正は、空家等対策の推進に関する特別措置法の規定に基づく三笠市

空家等対策協議会を設置するため、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、市長の附属機関に新たに三笠市空家等対策協議会を加えるとともに、委

員報酬の規定を定めるものであります。 

 施行期日は、平成２８年１０月１日であります。 

 次に、議案第５５号三笠市予防接種費条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ますが、今回の改正は、予防接種法施行令の一部改正に伴い、小児のＢ型肝炎ワクチン予

防接種が定期接種化されるため、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、Ａ類疾病にＢ型肝炎を追加するものであります。 

 施行期日は、平成２８年１０月１日であります。 

 最後に、議案第５６号市立三笠総合病院事業設置等条例の一部を改正する条例の制定に

ついてでありますが、今回の改正は、訪問看護ステーションの開設に伴い新たに生じる料

金を定めるため、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、訪問看護によって生じる超過料金や休日料金等の規定を追加するもので

あります。 

 施行期日は、平成２８年１０月１日であります。 

 以上、議案第５４号から議案第５６号まで一括して提案説明といたしますので、御審議

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、議案第５４号から議案第５６号までについて、一括し

て質疑に入ります。質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第５４号から議案第５６号までについては、総合常

任委員会に付託いたします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第５７号から議案第６１号までについて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の６ 議案第５７号から議案第６１号までについてを一括議

題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第５７号平成２８年度三笠市一般会計補正予算（第２回）か
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ら議案第６１号平成２８年度三笠市育英特別会計補正予算（第１回）まで、一括して提案

説明申し上げます。 

 最初に、議案第５７号平成２８年度三笠市一般会計補正予算（第２回）についてであり

ますが、今回の補正は、既定予算額８８億３,８７４万１,０００円に１億９,０６５万３,

０００円を追加し、予算の総額を９０億２,９３９万４,０００円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、介護従事者の負担軽減を図るための支援や、さらなる交流人

口増加と施設の機能向上を図るため、新たな食の蔵を整備するなど、総務費から土木費ま

で６款において、必要な経費を措置するものであります。 

 一方、歳入でありますが、新たな事業における歳出関連の特定財源収入を増額するほ

か、一般財源については、国・道支出金の前年度精算交付金のほか、前年度繰越金及び財

政調整基金の繰り入れにより措置するものであります。 

 次に、議案第５８号平成２８年度三笠市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）に

ついてでありますが、今回の補正は、既定予算額１億９,１７０万２,０００円に変更はな

く、歳入について、前年度繰越金の発生に伴い、この見合い分を一般会計繰入金から減額

するものであります。 

 次に、議案第５９号平成２８年度三笠市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）につ

いてでありますが、今回の補正は、既定予算額１７億４,７５４万２,０００円に１億８２

０万９,０００円を追加し、予算の総額を１８億５,５７５万１,０００円とするものであ

ります。 

 まず、歳出でありますが、前年度の事業確定に伴い、国庫負担金等に精算還付金が生じ

たための措置を行うほか、特定健診未受診者対策事業の補助採択に伴う措置及び歳入歳出

における余剰金を基金積立金に計上するものであります。 

 一方、歳入でありますが、歳出関連の国庫補助金を増額するほか、前年度国庫負担金等

の精算交付分及び前年度繰越金を計上するものであります。 

 次に、議案第６０号平成２８年度三笠市介護保険特別会計補正予算（第１回）について

でありますが、今回の補正は、既定予算額１３億９,０９８万８,０００円に７,１８９万

２,０００円を追加し、予算の総額を１４億６,２８８万円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、前年度の事業確定に伴い、国庫負担金等に精算還付金が生じ

たための措置を行うほか、歳入歳出における剰余金を基金積立金に計上するものでありま

す。 

 一方、歳入でありますが、前年度繰越金を計上するものであります。 

 最後に、議案第６１号平成２８年度三笠市育英特別会計補正予算（第１回）についてで

ありますが、今回の補正は、既定予算額１９５万８,０００円に１０万５,０００円を追加

し、予算の総額を２０６万３,０００円とするものであります。 

 補正の内容ですが、前年度繰越金の発生に伴い、歳出の基金積立金、歳入の繰越金をそ

れぞれ増額するものであります。 
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 以上、議案第５７号から議案第６１号まで一括して提案説明といたしますので、御審議

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、議案第５７号から議案第６１号までについて、一括し

て質疑に入ります。質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第５７号から議案第６１号までについては、総合常

任委員会に付託します。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第６２号及び議案第６３号について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の７ 議案第６２号及び議案第６３号についてを一括議題と

します。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第６２号平成２７年度三笠市水道事業会計未処分利益剰余金

の処分及び議案第６３号平成２７年度三笠市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

て、一括して提案説明申し上げます。 

 本件については、水道事業会計において２,３３１万７,０９６円の未処分利益剰余金が

生じたことから、その一部である８８万３,２２６円を処分し、また、下水道事業会計に

おいても１億６８万７,６０５円の未処分利益剰余金が生じたことから、その一部である

３７９万３３９円を処分し、それぞれ自己資本金に組み入れるため、地方公営企業法第３

２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、議案第６２号及び議案第６３号について一括して提案説明といたしますので、御

審議くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、議案第６２号及び議案第６３号について、一括して質

疑に入ります。質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第６２号及び議案第６３号については、８人の委員

をもって構成する特別委員会を設置し、付託の上、審査することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 
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 議案第６２号及び議案第６３号については、８人の委員をもって構成する特別委員会を

設置し、付託の上、審査することに決定しました。 

 続いてお諮りします。 

 ただいま設置されました特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条の規定

により、配付した一覧表のとおり、８人を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました８人の委員を特別委員会委員に選任することに決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第８ 議案第６４号 三笠市教育委員会委員の任命につ       

            いて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の８ 議案第６４号三笠市教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第６４号三笠市教育委員会委員の任命について提案説明申し

上げます。 

 三笠市教育委員会委員折笠真仁氏の平成２８年１０月２日付任期満了に伴い、その後任

者として引き続き折笠真仁氏を任命するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 同氏の略歴につきましては、記載のとおりであり、三笠市教育委員会委員として適任と

考えますので、御同意くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 本案について、質疑、討論を省略したいと思います。御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いてお諮りします。 

 議案第６４号三笠市教育委員会委員の任命については、これに同意することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６４号三笠市教育委員会委員の任命については、同意することに決定し

ました。 
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  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第９ 認定第１号から認定第８号までについて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の９ 認定第１号から認定第８号までについてを一括議題と

します。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 認定第１号平成２７年度三笠市一般会計決算の認定から認定第８

号平成２７年度市立三笠総合病院事業会計決算の認定まで、一括して御説明申し上げま

す。 

 最初に、認定第１号平成２７年度三笠市一般会計決算の認定についてでありますが、平

成２７年度予算編成に当たっては、国などの動きを注視しながら、どのような状況にも対

応できる健全な財政基盤を確立するため、将来負担を意識した財政運営を進める一方で、

子供支援、高齢者対策、産業活性化対策などの事業を推進し、元気のある地域社会づくり

のステップアップを目標に予算編成を行ったものであります。 

 年度途中においては、統一地方選挙の年であったことから、「市政執行方針」を踏まえ

た政策的な事業のほか、国の地方創生関連事業や緊急を要する事業などについて対応を

図ったものであります。 

 予算の執行に当たっては、節減や合理化を図りながら、効率的な執行を目指すととも

に、予算審議の経緯や目的などをしっかり認識し、早期に効果を上げるよう予算執行を

図ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１０４億５,２８９万２,７２９円、歳出決算額が１０２億

５,３４８万３８２円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１億９,９４１万２,３４７円となり、そのうち、平成

２７年度は、継続費逓次繰り越しの発生により２,０７６万５,０００円が、また、繰越明

許費の発生により６,０５０万５,９１４円が、これに必要な財源として繰り越され、翌年

度に繰り越される実質額は１億１,８１４万１,４３３円となるものであります。 

 なお、平成２７年度一般会計事業等の執行状況は、主要施策の成果、決算事項別明細書

に示すとおりであります。 

 次に、認定第２号平成２７年度三笠市後期高齢者医療特別会計決算の認定についてであ

りますが、平成２７年度予算は、後期高齢者医療制度にかかわる本市の財政運営が適切に

執行されるよう予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１億９,２２５万７,７６５円、歳出決算額が１億９,０７

６万５,７２８円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１４９万２,０３７円となり、この全額を翌年度に繰
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り越しますが、全額、一般会計繰入金精算金で翌年度に精算するものであります。 

 次に、認定第３号平成２７年度三笠市国民健康保険特別会計決算の認定についてであり

ますが、平成２７年度予算は、国民健康保険財政が健全に運営できるよう、予算編成を

行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１８億５,３３５万９,５６４円、歳出決算額が１７億５,

０２８万５,１９１円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１億３０７万４,３７３円となり、この全額を翌年度

に繰り越し、補助金等精算還付整理後の残額については、国民健康保険基金に積み立てす

るものであります。 

 次に、認定第４号平成２７年度三笠市介護保険特別会計決算の認定についてであります

が、平成２７年度予算は、介護保険の保険給付が適切に実施できるよう、第６期介護保険

事業計画における施策及び費用の推計をもとに予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１３億１,８８３万２,６３６円、歳出決算額が１２億４,

６９４万１,３３１円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き残額は７,１８９万１,３０５円となり、この全額を翌年度

に繰り越すものであります。 

 次に、認定第５号平成２７年度三笠市育英特別会計決算の認定についてでありますが、

奨学資金の貸し付けが終了していることから、貸付返還金など、全ての収入を育英基金に

積み立てるため、予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が２１２万８,１９９円、歳出決算額が２０２万３,６９９円

であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１０万４,５００円となり、この全額を翌年度へ繰り

越し、育英基金へ積み立てするものであります。 

 次に、認定第６号平成２７年度三笠市水道事業会計決算の認定についてでありますが、

平成２７年度予算は、市民に安定した水道水の供給を行うことを使命として、施設の計画

的な整備を行うとともに、公営企業の独立採算制の原則に立ち、経費節減等の効率的な執

行に努めたところであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については決算額が２億８,９９０

万７５７円、支出については決算額が２億７,３７３万５,８４０円となり、当年度純利益

は１,６１６万４,９１７円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、建設改良事業費の一部が工事遅延により、平成２８年

度へ繰り越ししたほかは、配水管の改良等について予定どおり執行したところでありま

す。 

 収入については決算額が９,５５２万２,３３０円、支出については決算額が２億６,６

０４万５,０１８円となり、差し引き１億７,０５２万２,６８８円の不足額となったもの

であります。この不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもっ
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て補填したものであります。 

 次に、認定第７号平成２７年度三笠市下水道事業会計決算の認定についてであります

が、平成２７年度予算は、浸水対策を目的とした雨水管整備を実施する一方、公営企業の

独立採算制の原則に立ち、経費節減等の効率的な執行に努めたところであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については決算額が６億９９５万

８,３５８円、支出については決算額が５億８,１７９万７,７２３円となり、当年度純利

益は２,８１６万６３５円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、雨水管の整備等について予定どおり執行したところで

あります。 

 収入については決算額が２億９,３７７万３,０００円、支出については決算額が５億２

８万２,４６３円となり、差し引き２億６５０万９,４６３円の不足額となったものであり

ます。この不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもって補填

したものであります。 

 最後に、認定第８号平成２７年度市立三笠総合病院事業会計決算の認定についてであり

ますが、平成２７年度の病院事業は、精神神経科の常勤医師の確保が困難となったことか

ら、計画どおり病棟を休床したほか、本市における高齢化の実態に対応するよう在宅サー

ビスを充実させるため、訪問看護事業を開始するとともに、一般病棟の一部を回復期リハ

ビリテーション病棟へ移行し、収支の改善に努めてまいりました。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については、資金不足額の発生を回

避するため、一般会計から４億８,０００万円を補助し、決算額が２３億３,４７０万２１

６円、支出については決算額が２０億９,１２８万４,１９６円となり、当年度純利益は２

億４,３４１万６,０２０円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、医療用機械器具の整備などの事業を行った結果、収入

については決算額が９,８２３万４,０００円、支出については決算額が１億６,０６７万

２,０７０円となり、不足額は６,２４３万８,０７０円となったものであり、この不足額

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもって補填したものでありま

す。 

 以上、認定第１号から認定第８号まで一括して御説明申し上げ、別冊の各会計決算書と

監査委員の意見書を付して提出いたしますので、認定くださいますようよろしくお願い申

し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、質疑を行います。 

 認定第１号から認定第８号までについて、一括して質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております認定第１号から認定第８号までについては、さきに設置
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した８人の委員をもって構成する特別委員会に付託し、審査することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 認定第１号から認定第８号までについては、８人の委員をもって構成する特別委員会に

付託し、審査することに決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎休 会 の 議 決 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 休会についてお諮りします。 

 議事の都合により、９月１０日から９月２５日までの１６日間を休会したいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 ９月１０日から９月２５日までの１６日間を休会することに決定しました。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎散 会 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 本日は、これをもちまして散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会 午前１１時２０分  
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